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序論：5.1兆ドル企業が描く「フィジカルAI」とアジア鼎立エコシ
ステム 
2026年現在、世界のテクノロジー覇権を巡る競争は、大規模言語モデル（LLM）を中心としたクラウ
ド空間での「生成AI」フェーズから、現実世界の物理環境を自律的に認識し制御する「フィジカルAI
（実世界ネイティブAI）」の実装フェーズへと急速に移行している。このパラダイムシフトの中核に位置
するのが、NVIDIA（エヌビディア）である。2026年7月時点で、同社の時価総額は約5.1兆ドルに達し
たとされている。同社はGPUベンダーの枠を超え、次世代アーキテクチャ「Vera Rubin」や「Blackwell
」を主軸に、ハードウェアからソフトウェアまでを統合したフルスタックでの展開を強化し、ロボティクス

や工場自動化分野へ事業領域を急速に拡大させている。 
NVIDIAが展開する次世代製品ロードマップは、フィジカルAIの社会実装を後押しするよう設計されて
いる。例えば、「Vera Rubin（ヴェラ・ルービン）」アーキテクチャは、GPU、CPU、ネットワークスイッチ
などを統合した新型プラットフォームであり、NVIDIAは、一定のワークロードおよびシステム構成にお
いて、Blackwell世代と比べて推論時のトークン当たりコストを最大10分の1に低減できるとしている。
また、量産型ロボット向けには、エッジAI用のスーパーコンピュータモジュール「Jetson Thor」を投入
している。さらにNVIDIAはOmniverse関連ライブラリの利用条件を拡張し、一部について本番利用
や再配布時のライセンス料を不要とした。これにより、産業用デジタルツインの普及ハードルが下が

り、フィジカルAIの開発環境がより広範に提供されることとなった。 
この世界戦略において、NVIDIAはアジア太平洋地域を単なる市場としてではなく、AIバリューチェー
ンを構成する不可欠なエコシステムとして機能させている。第一に、高度な半導体製造とハードウェ

ア設計を担う台湾。第二に、AI処理のボトルネックを解消する次世代広帯域メモリ（HBM4）の供給を
担う韓国。そして第三に、高度なメカトロニクス技術を有し、NVIDIAがフィジカルAIの社会実装に向け
たパートナーとして位置づける日本である。本報告書では、これら3カ国・地域におけるNVIDIAの直
近の動向を解剖し、日本が直面する構造的課題と「勝ち筋」の条件を明らかにする。なお、この「台

湾＝製造、韓国＝メモリ、日本＝実装」という整理は、各国・地域の機能を排他的に分類するもので

はなく、NVIDIAのアジア戦略において相対的に強みが表れている役割を抽出した分析枠組みであ
る。 
 



 
 

台湾：AI革命の「震源地」と化すフルスタック製造インフラ 
NVIDIAのジェンスン・フアンCEOは、台湾を「AI革命の震源地（epicenter）」と位置づけ、世界的なハ
イテク製造拠点としての依存度を深めている1。一部報道によると、フアンCEOはNVIDIAが台湾のサ
プライチェーンに年間約1,500億ドル規模を支出しているとの認識を示した3。ただし、この金額が直

接投資、調達額、関連生産額のいずれを指すかは、一次発言の文脈の確認が必要である。 
研究開発拠点「Constellation」とハード・ソフトの融合 
2026年、NVIDIAは台北市の北士科（北投士林科技園区）において、約122億台湾ドルの権利金を投
じて新たな研究開発拠点「Constellation」の用地を取得する契約を進めている2。この新拠点は約

4,000人の雇用を計画し、ハードウェアの設計だけでなく、ソフトウェアや革新的なアプリケーション
開発を統合するエコシステムの中枢として機能する予定である2。フアンCEO自身が設計に関与して
いるとされ、台湾の役割が受託加工拠点から、NVIDIAのエコシステム全体を開発する重要な拠点へ
と昇華しつつあることを示している5。 
製造パートナーの進化：チップ供給から「AIファクトリー」オーケストレーションへ 
台湾における動向で注目されるのは、TSMCやFoxconn（鴻海科技集団）といった提携先との関係性
の進化である。COMPUTEX 2026においてFoxconnが披露した「ハイブリッドデータセンター（HDC）」
は、データセンターの建物（ホワイトスペース）と、水冷システムなどのインフラ設備（グレースペース）

をコンテナモジュール化して分離・並行配置する設計を採用し、インフラ構築の迅速化と拡張性の確

保を狙っている6。 
さらにFoxconnのブースでは「Vera Rubin」に対応した「NVL72」システムの液冷ソリューション実機が



公開された。Foxconnによると、このモジュール化設計の採用により、冷却系部品の特定の組立工
程を約20分から約5分に短縮したという6。並行して、先端パッケージング技術「CoWoS」に関しても、
複数の市場報道では、TSMCが2026年に向けて台湾国内に生産能力を増強（新工場4棟、先端パッ
ケージング工場2棟）し、その相当部分がNVIDIA向けに割り当てられるとの見方が示されている7。た

だし、具体的な比率はTSMCまたはNVIDIAの公式開示ではなく、市場推計である。 

韓国：HBM4覇権争いとNVIDIAの「優先供給」による地経学
的ヘッジ 
高帯域幅メモリ（HBM）市場において、韓国は世界の生産の大部分を支配する戦略的要衝となって
いる8。2026年、HBMは第6世代（HBM4）への移行期にあり、韓国を中心としたメモリメーカー間で激
しい供給競争が繰り広げられている。 
SK hynixの優位性とMicronの急伸 
2026年のHBM市場において、SK hynixはNVIDIAの主要サプライヤーとしての地位を固め、韓国国
内の時価総額でトップクラスとなった9。HBM4世代において、SK hynixはベースとなるロジックダイの
製造にTSMCの3nmプロセスを採用することで、AI演算に最適化されたカスタム設計を実現している
10。 
一方、SamsungはHBM3E世代での歩留まり問題などが影響し、シェアの維持に課題を抱えていると
される。一部報道では、SamsungがNVIDIA向けHBM4の品質評価を通過し、サンプルまたは初期
ロットを供給したとされる11。ただし、量産供給の規模や正式な採用比率は公表されていない。この間

隙を縫う形で米Micronがシェアを拡大させているとの市場推計もある10。 
 



 
 

メーカー 2025年末のHBM市
場シェア推計 

2026年Q2の市場
シェア推計 

Rubin向けHBM4供
給構成に関する市場

予測 

SK hynix 約50〜55% 約62% 約55〜70% 

Micron 約5〜10% 約21% 0〜20% 

Samsung 
Electronics 

約35〜40% 約17% 約20〜30% 

注：数値は複数の業

界報道による推計で

あり、各社の公式開

示ではない。調査主

体によって集計対

象、基準、期間が異

なる可能性がある。 

   



地政学的ヘッジとしての「優先供給」 
2026年初頭、一部の報道や韓国科技情報通信部高官の発言によれば、NVIDIAはBlackwell GPU
の前倒し供給に加え、2027年に量産に入る「Vera Rubin」シリーズGPUを韓国向けに優先供給する
方針を示したとされる12。この供給方針については、最先端ハードウェアの確保を急ぐ韓国側のニー

ズに応えるとともに、韓国のHBM生産能力との相互依存を強め、NVIDIA自身の調達リスクを軽減す
る地経学的な意味を持つとの解釈も可能である12。 

日本：国家プロジェクト「Noetra」とロボティクス連携によるフィ
ジカルAI実装 
台湾が製造インフラ、韓国がメモリ供給網を担うとすれば、日本は世界有数のメカトロニクス技術や

良質な現場データを有し、フィジカルAIの社会実装に向けた実証の場として期待されている。2026
年、日本国内では政府の支援を受けたプロジェクトや民間企業の連携が進んでいる。 
 

 
 



AIインフラの構築計画：NoetraとFRONTiaプロジェクト 
2026年、経済産業省のバックアップのもとで始動した新会社「Noetra（ノエトラ）」は、ソフトバンク、ソ
ニーグループ、本田技研工業、日本電気（NEC）などが参画し、フィジカルAIの基盤となる国産マルチ
モーダル基盤モデルの研究開発を本格始動させた13。この取り組みは、経済産業省が主導する「

FRONTiaプロジェクト」の事業主体と位置づけられ、初年度となる2026年度の委託費は約3,873億円
に上る13。 
NoetraがNVIDIAの協力の下で構築を計画している計算基盤は、世界有数の大規模構成となる見込
みである。NVIDIAの公称によれば、これは「NVIDIA Vera Rubin AIファクトリー」としての国家規模の
導入となる16。計画では、データセンター容量140MWの施設に、「NVIDIA Rubin GPU」を約2万7,500
基、「Vera CPU」を1万3,750基以上導入する予定である14。このインフラは最大1兆パラメータ規模の
モデル学習に対応可能なスケーラビリティを備えるよう設計され、2027年4月に構築を開始し、2028
年6月からの稼働を目標としている。開発されたモデルは国内の開発者や企業へ順次提供される構
想である14。 
富士通とロボットメーカーによる事業検討 
フィジカルAIの実装に向けたもう一つの動きとして、富士通は、ファナック、安川電機、川崎重工業の
各社と、NVIDIAの技術を取り入れたフィジカルAIの社会実装に向け、事業化の検討を開始した18。 
この取り組みの狙いは、各社の業務アプリケーションとロボット制御技術をシームレスにつなぐ協調

制御基盤の共通化・オープン化を進めることにある19。本稿では、このような協調制御基盤を便宜的

に「Physical OS」と呼ぶ。具体的には、世界基盤モデルである「NVIDIA Cosmos」や「NVIDIA 
Omniverse」などの技術を活用し、製造、物流、医療などの現場で自動化を進めることが検討されて
いる19。 
医療・創薬、および国内クラウド基盤の展開 
ヘルスケア領域でもAI化が進んでおり、富士フイルムは「NVIDIA Blackwell」を搭載した全身用CTシ
ステムを製品化する方針を示している22。また、同社は最終的にCTで全身をスキャンした後の異常
アラートやレポート作成を自動で行うインフラの実現を目指している24。 
国内のクラウド基盤においても、ソフトバンクは、同社およびNVIDIAの発表によれば、構築時点で世
界最大規模となる、4,000基超の「NVIDIA Blackwell GPU」を搭載した「NVIDIA DGX SuperPOD」の
構築を2025年7月に完了させ、同年12月には「NVIDIA GB200 NVL72」を搭載した計算基盤の稼働
を開始した25。さくらインターネットも、経済産業省の補助を活用し「NVIDIA B200 GPU」を約1,500基
構築する予定である29。 

日本の「勝ち筋」と直面する構造的課題 
政府資料では、2040年までに世界のAIロボティクス市場（推定1,330億ドル規模）の30%以上を獲得
するという方向性が示されている16。しかし、日本がフィジカルAI分野での国際競争力を確立するた
めには、複数の構造的課題を克服する必要がある。 
1. 「ソブリンAI」における各レイヤーの自律性 
日本政府や企業は、自律的な「ソブリンAI」の構築を目指している。しかし、日本はデータの国内管
理や国内運用という意味では一定のソブリン性を確保できる一方、GPU、CUDA、ネットワーク、開発



ツールなどの技術スタックでは大部分をNVIDIA製のエコシステムに依存している32。このため、ソブ

リンAIを二者択一ではなく、各レイヤーの自律性として評価する必要がある。 
企業は高額なGPUを調達しクラウド環境を利用する中で、自社の機密データや技術ノウハウのコン
トロールに関するデータガバナンスの設計を迫られている34。日本の競争力の源泉は、長年蓄積し

た現場データ（稼働ログや暗黙知）を独自の付加価値としてモデルに組み込む点にある36。 
2. 「Sim-to-Real」ギャップと個別最適の罠 
フィジカルAIの実装における技術的課題が、仮想空間（シミュレーション）と現実世界の乖離である「
Sim-to-Realギャップ」である37。シミュレーションで動作するモデルでも、現実の環境における物理的

ノイズ（摩擦、照明、通信遅延など）に直面する。 
さらに、日本の現場特有の課題として、工場や設備ごとの過度な個別最適化が挙げられる38。各現

場の設備構成が異なるため、ある環境で成功したAIモデルを横展開することが難しい。富士通とロ
ボットメーカーによる協調制御基盤の検討は、まさにこの業界全体の標準化を志向するものである19

。なお、「NVIDIA Cosmos」の一部のコードやモデルはApache 2.0またはNVIDIA Open Model 
Licenseで提供され、所定の条件下で商用利用が可能であるが、利用対象ごとにライセンスの確認
が必要となる39。 
3. 物理インフラの制約とサイバーフィジカルセキュリティ 
AIの普及は、データセンターおよび現場インフラにおける電力消費の増大という課題を突きつけてい
る42。Noetraの計画する140MWというデータセンター容量を含め、膨大な電力インフラへの投資が
不可欠となっている。 
また、フィジカルAIは、サイバー空間での異常が物理的な被害（キネティック・リスク）に直結する懸念
がある37。AIの誤作動に対するサイバーフィジカルセキュリティの担保や、労働代替に伴う責任分界
などの法的な整理が求められている37。日本は持ち前の品質管理や安全規律を活かし、標準規格

作りに貢献することが期待される。 

結論：次世代産業革命における日本の針路 
2026年、NVIDIAは台湾でのハードウェア製造基盤、韓国でのメモリ供給の確保を通じて、強力なエ
コシステムを形成している。その中で日本は、インフラの構築やロボティクス分野の連携を通じ、フィ

ジカルAIの実社会への適用を模索している。 
日本にとって、これは重要な戦略的機会である。しかし、その競争力は単に高度なGPUを導入するこ
とではなく、製造現場や医療現場の質の高いデータをいかに安全にAIへ統合し、協調制御のノウハ
ウを標準化できるかにかかっている。電力インフラの制約やSim-to-Realギャップといった物理的課
題に対し、日本が精緻なエンジニアリングと安全基準をもって解決策を提示できた時、次世代AI分野
において不可欠な役割を確立することができるだろう。 
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